
令和５年度用『高校生の美術２』教科書 訂正のお願い

令和５年10月

　令和５年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和６年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。

日本文教出版株式会社
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になるため。

33ページ
下段右

作品権利者
からの修正
依頼があっ
たため。

46ページ
下段左

作品権利者
からの修正
依頼があっ
たため。

62ページ
上段中央 誤記

62ページ
上段中央

誤記

64ページ
上段左

近年の一般
的な表記に
統一するた
め。

この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623
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奥行きや空間を捉える
　画家たちは、平らな画面の上に奥行きや空間を表現してきました。風景を描く
とき、構図や遠近法を工夫することで奥行きや空間が生まれ、大気や光、雲や霧
などの効果を生かすと風景のイメージが演出できます。また、あえて遠近感を弱
めることで独特の空間をつくりだすことができます。心が動かされ描きたいと感
じた風景を表現するために、構図や大気の表し方などについて考えてみましょう。

奥行きや空間を意識し、
大気や光の表し方、
構図などを工夫して
風景を豊かに表現しましょう。

道路と土手と塀（切
きり

通
どおし

之
の

写
しゃ

生
せい

） ［油彩・キャンヴァス／
56×53cm］1915 東京国立近代美術館蔵

岸
きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

［東京都・1891～1929］
鮮やかな空と土の色の対比により乾いた空気を表現して
いるだけでなく、極端に下から見上げたように頂上から
先が見えない構図で描くことで、上り坂を強調している。

シャップ通り［油彩・厚紙／52.6×71.7cm］ 1910頃
ポーラ美術館蔵［神奈川県］

モーリス・ユトリロ［フランス・1883～1955］
一点透視図法を用いることで、画面奥へ続く道路の
長さや、建物の高さや大きさが感じられる。

秩
ちち

父
ぶ

霊
れい

峰
ほう

春
しゅん

暁
ぎょう

［絹本墨画金
きん

泥
でい

／67.2×113.5cm］ 1928 皇居三の丸尚蔵館蔵［東京都］
横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

［茨城県・1868～1958］
季節や時刻、神秘的な様子が、雲やかすみといった自然現象、遠方の山の描き方の工夫な
どにより、効果的に表されている。線描を用いず、濃淡によって対象や空間を描く技法
は、明治時代後期に大観らによって研究された、日本画の比較的新しい技法である。

絵を描くには、
筆でただ墨や絵具で
描くだけでは駄目ですね。
人間ができないと。
人間が表われるんですから。
横山大観

46
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行為を誘うデザイン 　私たちが使っている様々なものは、誰が使うか、何のた
めに使うか、どんな場面で使うかなどを考えてデザインさ
れています。例えば、リビングで使う椅子であれば、座っ
た人がゆったりとした気持ちになりくつろぐことができま
すが、勉強机に向かって座ることには向いていません。使
う人の行為や心情、場などの視点からデザインのよさや工
夫について考えてみましょう。

形や色彩の効果などに着目し、使う人の行為や心情などを考えて
つくられたデザインの意図や工夫などを鑑賞しましょう。

 ドアの開け方を考えてみよう

ドアの開け方によってドアの金具のデザインは異なり
ます。例えば一番左はプレート状になっており、その
形状から手で押して開くドアであるということが直観
的に分かります。取手やプレートなどを見て、どのよ
うに開けるのかを考え、ドアを開けるという動作と金
具の形状の関係から、デザインの工夫や改善点につい
て話し合ってみましょう。

左の椅子は、自然と背面にもたれかかる姿勢を
誘発し、くつろぐために使うことが想定される。
一方、右は学校で一般に使われている椅子で、
座面と背面が直角に近い角度になっており、学
習に集中する姿勢を保つことができるデザインと
なっている。

左：イームズラウンジチェア・オットマン
［合板・布・ウレタンフォーム・アルミニウム・ステンレス鋼／
ラウンジチェア：81.9×83.2×83.2cm・
オットマン：43.8×66×54.6cm］ 1956 

チャールズ・イームズ［アメリカ・1907～78］
右：学習椅子［79.1×44.4×43.5cm］ 

あぐらのかける男の椅子［ナラ材・布・ウレタンフォーム／62×78×55cm］ 1981

秋
あき

岡
おか

芳
よし

夫
お

［熊本県・1920～97］
足を床に付けて椅子に座るだけでなく、座面が広いため床の上のようにあぐらで座るこ
ともできる。使う人それぞれの生活様式に合わせて使用できるデザインである。
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戦後日本の美術展 美術展をきっかけにアーティストや評論家がつながり、社会的な美術の情勢がつくられることもあります。

読売アンデパンダン
1949～63年に開かれた無審査の公募展である。回が進むにつれ、若手作家による前衛的か
つ野心的な作品が多く集まるようになった。スキャンダラスな作品、ハプニング的要素をもった
音や行為の作品などが、美術評論における論争や、主催者、行政とのトラブルを巻き起こし、
15回で幕を閉じた。美術評論家の東

とう

野
の

芳
よし

明
あき

により反芸術と評された工
く

藤
どう

哲
てつ

巳
み

の作品を始め、
赤
あか

瀬
せ

川
がわ

原
げん

平
ぺい

、篠
しの

原
はら

有
う

司
し

男
お

、高
たか

松
まつ

次
じ

郎
ろう

、中
なか

西
にし

夏
なつ

之
ゆき

、三
み

木
き

富
とみ

雄
お

など、その後、国内外で高く評
価される美術家が多く参加していた。

人間と物質展
1970年に美術評論家、中

なか

原
はら

佑
ゆう

介
すけ

が企画した展覧会。「第10
回日本国際美術展」の別名で、東京都美術館にて開催され、
後に京都市美術館、愛知県美術館、福岡県文化会館へ巡
回。もの派およびアルテ・ポーヴェラを世界の美術における同時
代的な動向として日本に広く知らせる意欲的な内容だった。
P61    アルテ・ポーヴェラ

通過［紙・木枠］ 1956 

村
むら

上
かみ

三
さぶ

郎
ろう

［兵庫県・1925～96］

「第2回具体美術展」でのパフォーマンス。

電気服
［蛍光管・電球・コード／
高さ165cm 奥行き100cm］
1956（再制作1986）
高松市美術館蔵［香川県］

田
た

中
なか

敦
あつ

子
こ

［大阪府・1932～2005］

作品Ⅱ［油彩・紙／
183×243cm］ 1958 
兵庫県立美術館蔵

白髪一雄
［兵庫県・1924～2008］

ひもにぶら下がり
足で描く白髪。

白い円
［アクリル・キャンヴァス／
192×259cm］ 1967
大原美術館蔵［岡山県］

吉原治良［大阪府・1905～72］

もの派
1960年代後半に現れた、素材にあまり手を加えずに作品とする作家たちをもの派と
呼ぶ。彼らは制作において、土、石、木、紙、布、鉄などを配置して立体的に構成す
る。見る者に、配置した素材とそれを取り囲む空間を意識させる点に作品の特色があ
り、イタリアで同時代に起こったアルテ・ポーヴェラとの類似性が取り上げられるこ
とも多い。 P61    アルテ・ポーヴェラ

位
い

相
そう

─大
だい

地
ち

［土／円筒、穴ともに高さ270cm 直径220cm］ 1968

関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

［埼玉県・1942～2019］
関係項（原題：現象と知覚B）［石・ガラス］ 1969 

李
り

 禹
う

煥
ふぁん

［韓国・1936～］
無限状況［木］ 1970

菅
すが

 木
き

志
し

雄
お

［静岡県・1944～］

日本の前衛

具体美術協会
吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

が大阪で1954年に結成した前
衛芸術グループの名称。ひもにぶら下
がり足で描く白

しら

髪
が

一
かず

雄
お

をはじめ、既成
概念に捉われない、作家ごとの個性的
な表現が特徴である。身体表現やイン
スタレーション（設置空間を含めて作品
とする表現形式）による作品も多い。ミ
シェル・タピエにより海外に紹介され、
その活動は国際的にも知られている。
P60    アンフォルメル

　第二次世界大戦後、日本の美術界では美術団体の復活や再編成が行
われましたが、従来の美術表現における既成概念を壊すような、先鋭
的で斬新な表現も試みられるようになっていきます。
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中国  敦
とん

煌
こ う

石
せ っ

窟
く つ

群
ぐ ん

 7
莫
ばっ

高
こう

窟
くつ

の壁画 第249窟（世界遺産・部分）
［石窟群の面積23392ha］ 366頃［中国］
莫高窟は492の石窟群で構成されおり、
約1000年もの間制作が続けられた。石窟
の中には彩色された仏像や壁画などが、今
も数多く保存されている。壁画には仏教の
説話や、当時の人々の暮らしが描かれてお
り、時代に応じて描き方が異なっている。

トルコ  
イスタンブール歴史地域 1
アヤ・ソフィア
（世界遺産・部分）［82×73×55m］
再建532 修復537［トルコ］
4世紀の建設当初はキリスト教の大聖堂で
あった。15世紀に入るとイスラム教の勢力下
におかれ、モスクとして転用されることになっ
た。西洋の教会堂建築と、東洋のドーム型
建築が融合する独自の姿を今に伝えている。

中国  兵
へい

馬
ば

俑
よ う

 2
秦始皇帝稜の兵馬俑
（世界遺産・部分）
［1号坑：東西約210m 南北約60m］
紀元前246［中国］
俑とは権力者の死に際して、副葬品とす
る像のことである。始皇帝稜の近隣から
は等身大の武士像が約8000体発掘され
た。これらは一つとして同じものはなく、
着彩されていたことが分かっている。

インド  アジャンター石窟壁画 4
蓮
れん

華
げ

手
しゅ

菩
ぼ

薩
さつ

（世界遺産・部分）
［1号窟：35.7×27.6m］460～480頃［インド］
アジャンター石窟は建築や彫刻、壁画で構成されて
おり、5～6世紀の仏教美術を今に伝えている。この
菩薩に見られるようなしなやかな体の曲線や優美な装
飾の描写は、その後のアジア全体へ広がった仏教絵
画に大きな影響を与えた。

インド  ムガル絵画 5
宮廷で客を迎える支配者
［水彩・金彩・紙／23.2×33cm］
19世紀初 東京国立博物館蔵
ムガル絵画とは、ペルシアのミニアチュール（細密画）を起源
とするインドの絵画様式である。この作品では画面上部に
翼を持つ天使の姿を描くなど、ヨーロッパ絵画からの影響も
確認することができる。

パキスタン  ガンダーラ仏 3
仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

［片岩／高さ2.5m］ 2世紀後半
MIHO MUSEUM蔵［滋賀県］
中東に見られるガンダーラ美術は仏教美術に
おいて、初めて仏の姿を写実的に表した美術
様式と言われている。西洋的なギリシャ美術
につながる古代オリエントの立体的な人体表現
と、東洋からの仏の教えを示すポージングの両
方を見ることができる。

アジアの美術
　アジアの諸国では、権力者の意向、庶民の生活、民族の特色、文
化、風土、宗教、近隣諸国との交流などといった多彩な要素が絡み合
い、豊かな美意識が育まれ、様々な作品がつくられました。

1

3

4

5

6

7

33

KOMAINU ─Guardian Beasts─
［ステンレス・繊維強化プラスチック・アクリル／
阿
あ

（手前）：330×365×365cm 吽
うん

（奥）：330×240×480cm］ 2019

ヤノベケンジ［大阪府・1965～］
自然災害や国際紛争などから人 を々守護することを祈念し制作されたこま
犬。伝統的な様式をもちながらも現代的な素材を用いてヤノベ独自の表
現をすることで、現代の問題に対じする新しいこま犬をつくりだした。コラム｜水

み ず

木
き

しげると妖怪の世界

水木は幼い頃に近所に住んで
いた女性から、身の回りの不
思議な出来事は妖怪の仕業で
あると聞かされて育った。水
木が世界中から資料を収集
し、描き続けた妖怪の姿から
は、不気味でありながらも、
目に見えない世界を空想、妄
想する楽しさが伝わってくる。

竜［彩色・ボロシリケイトガラス・クスノキ／80×49×30cm］ 2014 

土
つち

屋
や

仁
よし

応
まさ

［神奈川県・1977～］撮影:竹
たけ

之
の

内
うち

祐
ひろ

幸
ゆき

ガラス製の玉眼を用いた瞳や曲線を生かした動勢、白を基調とした着
彩などから神聖で優雅な竜の様子を表している。

ドラゴンとライオン［インク・紙／サイズ不詳］ 制作年不詳 ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
レオナルド・ダ・ヴィンチ［イタリア・1452～1519］
ドラゴンや竜は国や時代、作家などによって多彩な形体や様子で表現されている。レオナルド
はライオンを襲う凶暴なドラゴンを描いた。

火曜の午後の
読書会
［アクリル・油彩・
紙／43.9×33.3cm］
2004

ショーン・タン
［オーストラリア・
1974～］
郊外の町で、大きな
目の生き物や蛇口の
形の頭をもつ生き物
たちが少女と読書を
している。タンは日
常的な風景の中に
人間と共生する不思
議な生き物を想像し
て描いた。

姑
う

獲
ぶ

鳥
め

［染粉・インク・
紙／36.4×25.7cm］ 1968

水木しげる
［鳥取県・1922～2015］

架空の生物で表そう

自分の思いやメッセージを、動物や器
物を擬人化したり組み合わせたりして
表しましょう。

細流に揺
た ゆ た

蕩う［アクリル・繊維強化プラスチック・
紙粘土／150×100×150cm］ 2020 生徒作品
「些

さ

細
さい

なことにも立ち止まって悩んでいた自分の右往左
往ぶりを表現しました。感情や表情のない昆虫で表すこ
とで、かえって様 な々感情や表情を想像させています。」

空想の生物の能力や生息場所のイメージなどを基に、形や色彩
の効果などを考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

空想の生物を考えて表す学習活
動に、主体的に取り組む。

形や色彩の効果、既存の生き物や器物などの特徴やイ
メージを捉え、表現方法を創意工夫して表す。

学びの
目標

8

絵
画

表
現
・
鑑
賞

奥
行
き
や
空
間
を
捉
え
る

奥行きや空間を捉える
　画家たちは、平らな画面の上に奥行きや空間を表現してきました。風景を描く
とき、構図や遠近法を工夫することで奥行きや空間が生まれ、大気や光、雲や霧
などの効果を生かすと風景のイメージが演出できます。また、あえて遠近感を弱
めることで独特の空間をつくりだすことができます。心が動かされ描きたいと感
じた風景を表現するために、構図や大気の表し方などについて考えてみましょう。

奥行きや空間を意識し、
大気や光の表し方、
構図などを工夫して
風景を豊かに表現しましょう。

道路と土手と塀（切
きり

通
どおし

之
の

写
しゃ

生
せい

） ［油彩・キャンヴァス／
56×53cm］1915 東京国立近代美術館蔵

岸
きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

［東京都・1891～1929］
鮮やかな空と土の色の対比により乾いた空気を表現して
いるだけでなく、極端に下から見上げたように頂上から
先が見えない構図で描くことで、上り坂を強調している。

シャップ通り［油彩・厚紙／52.6×71.7cm］ 1910頃
ポーラ美術館蔵［神奈川県］

モーリス・ユトリロ［フランス・1883～1955］
一点透視図法を用いることで、画面奥へ続く道路の
長さや、建物の高さや大きさが感じられる。

秩
ちち

父
ぶ

霊
れい

峰
ほう

春
しゅん

暁
ぎょう

［絹本墨画金
きん

泥
でい

／67.2×113.5cm］ 1928 宮内庁三の丸尚蔵館蔵［東京都］
横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

［茨城県・1868～1958］
季節や時刻、神秘的な様子が、雲やかすみといった自然現象、遠方の山の描き方の工夫な
どにより、効果的に表されている。線描を用いず、濃淡によって対象や空間を描く技法
は、明治時代後期に大観らによって研究された、日本画の比較的新しい技法である。

絵を描くには、
筆でただ墨や絵具で
描くだけでは駄目ですね。
人間ができないと。
人間が表われるんですから。
横山大観

46

デ
ザ
イ
ン

鑑
賞

行
為
を
誘
う
デ
ザ
イ
ン

行為を誘うデザイン 　私たちが使っている様々なものは、誰が使うか、何のた
めに使うか、どんな場面で使うかなどを考えてデザインさ
れています。例えば、リビングで使う椅子であれば、座っ
た人がゆったりとした気持ちになりくつろぐことができま
すが、勉強机に向かって座ることには向いていません。使
う人の行為や心情、場などの視点からデザインのよさや工
夫について考えてみましょう。

形や色彩の効果などに着目し、使う人の行為や心情などを考えて
つくられたデザインの意図や工夫などを鑑賞しましょう。

 ドアの開け方を考えてみよう

ドアの開け方によってドアの金具のデザインは異なり
ます。例えば一番左はプレート状になっており、その
形状から手で押して開くドアであるということが直観
的に分かります。取手やプレートなどを見て、どのよ
うに開けるのかを考え、ドアを開けるという動作と金
具の形状の関係から、デザインの工夫や改善点につい
て話し合ってみましょう。

左の椅子は、自然と背面にもたれかかる姿勢を
誘発し、くつろぐために使うことが想定される。
一方、右は学校で一般に使われている椅子で、
座面と背面が直角に近い角度になっており、学
習に集中する姿勢を保つことができるデザインと
なっている。
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秋
あき

岡
おか

芳
よし

夫
お

［熊本県・1920～97］
足を床に付けて椅子に座るだけでなく、座面が広いため床の上のようにあぐらで座るこ
ともできる。使う人それぞれの生活様式に合わせて使用できるデザインである。
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KOMAINU ─Guardian Beasts─
［ステンレス・繊維強化プラスチック・アクリル／
阿
あ

（手前）：330×365×365cm 吽
うん

（奥）：330×240×480cm］ 2019
比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

蔵［滋賀県］

ヤノベケンジ［大阪府・1965～］
自然災害や国際紛争などから人 を々守護することを祈念し制作されたこま
犬。伝統的な様式をもちながらも現代的な素材を用いてヤノベ独自の表
現をすることで、現代の問題に対じする新しいこま犬をつくりだした。

コラム｜水
み ず

木
き

しげると妖怪の世界

水木は幼い頃に近所に住んで
いた女性から、身の回りの不
思議な出来事は妖怪の仕業で
あると聞かされて育った。水
木が世界中から資料を収集
し、描き続けた妖怪の姿から
は、不気味でありながらも、
目に見えない世界を空想、妄
想する楽しさが伝わってくる。
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ガラス製の玉眼を用いた瞳や曲線を生かした動勢、白を基調とした着
彩などから神聖で優雅な竜の様子を表している。

ドラゴンとライオン［インク・紙／サイズ不詳］ 制作年不詳 ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
レオナルド・ダ・ヴィンチ［イタリア・1452～1519］
ドラゴンや竜は国や時代、作家などによって多彩な形体や様子で表現されている。レオナルド
はライオンを襲う凶暴なドラゴンを描いた。

火曜の午後の
読書会
［アクリル・油彩・
紙／43.9×33.3cm］
2004

ショーン・タン
［オーストラリア・
1974～］
郊外の町で、大きな
目の生き物や蛇口の
形の頭をもつ生き物
たちが少女と読書を
している。タンは日
常的な風景の中に
人間と共生する不思
議な生き物を想像し
て描いた。

姑
う

獲
ぶ

鳥
め

［染粉・インク・
紙／36.4×25.7cm］ 1968

水木しげる
［鳥取県・1922～2015］

架空の生物で表そう

自分の思いやメッセージを、動物や器
物を擬人化したり組み合わせたりして
表しましょう。

細流に揺
た ゆ た

蕩う［アクリル・繊維強化プラスチック・
紙粘土／150×100×150cm］ 2020 生徒作品
「些

さ

細
さい

なことにも立ち止まって悩んでいた自分の右往左
往ぶりを表現しました。感情や表情のない昆虫で表すこ
とで、かえって様 な々感情や表情を想像させています。」

空想の生物の能力や生息場所のイメージなどを基に、形や色彩
の効果などを考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

空想の生物を考えて表す学習活
動に、主体的に取り組む。

形や色彩の効果、既存の生き物や器物などの特徴やイ
メージを捉え、表現方法を創意工夫して表す。

学びの
目標

削除
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資
料

美
術
史
料

日
本
の
前
衛
／
美
術
の
起
源

戦後日本の美術展 美術展をきっかけにアーティストや評論家がつながり、社会的な美術の情勢がつくられることもあります。

読売アンデパンダン
1949～63年に開かれた無審査の公募展である。回が進むにつれ、若手作家による前衛的か
つ野心的な作品が多く集まるようになった。スキャンダラスな作品、ハプニング的要素をもった
音や行為の作品などが、美術評論における論争や、主催者、行政とのトラブルを巻き起こし、
15回で幕を閉じた。美術評論家の東

とう

野
の

芳
よし

明
あき

により反芸術と評された工
く

藤
どう

哲
てつ

巳
み

の作品を始め、
赤
あか

瀬
せ

川
がわ

原
げん

平
ぺい

、篠
しの

原
はら

有
う

司
し

男
お

、高
たか

松
まつ

次
じ

郎
ろう

、中
なか

西
にし

夏
なつ

之
ゆき

、三
み

木
き

富
とみ

雄
お

など、その後、国内外で高く評
価される美術家が多く参加していた。

人間と物質展
1970年に美術評論家、中

なか

原
はら

佑
ゆう

介
すけ

が企画した展覧会。「第10
回日本国際美術展」の別名で、東京都美術館にて開催され、
後に京都市美術館、愛知県美術館、福岡県文化会館へ巡
回。もの派およびアルテ・ポーヴェラを世界の美術における同時
代的な動向として日本に広く知らせる意欲的な内容だった。
P61    アルテ・ポーヴェラ

通過［紙・木枠］ 1955 

村
むら

上
かみ

三
さぶ

郎
ろう

［兵庫県・1925～96］

「第2回具体美術展」でのパフォーマンス。

電気服
［蛍光管・電球・コード／
高さ165cm 奥行き100cm］
1956（再制作1985）
高松市美術館蔵［香川県］

田
た

中
なか

敦
あつ

子
こ

［大阪府・1932～2005］

作品Ⅱ［油彩・紙／
183×243cm］ 1958 
兵庫県立美術館蔵

白髪一雄
［兵庫県・1924～2008］

ひもにぶら下がり
足で描く白髪。

白い円
［アクリル・キャンヴァス／
192×259cm］ 1967
大原美術館蔵［岡山県］

吉原治良［大阪府・1905～72］

もの派
1960年代後半に現れた、素材にあまり手を加えずに作品とする作家たちをもの派と
呼ぶ。彼らは制作において、土、石、木、紙、布、鉄などを配置して立体的に構成す
る。見る者に、配置した素材とそれを取り囲む空間を意識させる点に作品の特色があ
り、イタリアで同時代に起こったアルテ・ポーヴェラとの類似性が取り上げられるこ
とも多い。 P61    アルテ・ポーヴェラ

位
い

相
そう

─大
だい

地
ち

［土／円筒、穴ともに高さ270cm 直径220cm］ 1968

関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

［埼玉県・1942～2019］
関係項（原題：現象と知覚B）［石・ガラス］ 1969 

李
り

 禹
う

煥
ふぁん

［韓国・1936～］
無限状況［木］ 1970

菅
すが

 木
き

志
し

雄
お

［静岡県・1944～］

日本の前衛

具体美術協会
吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

が大阪で1954年に結成した前
衛芸術グループの名称。ひもにぶら下
がり足で描く白

しら

髪
が

一
かず

雄
お

をはじめ、既成
概念に捉われない、作家ごとの個性的
な表現が特徴である。身体表現やイン
スタレーション（設置空間を含めて作品
とする表現形式）による作品も多い。ミ
シェル・タピエにより海外に紹介され、
その活動は国際的にも知られている。
P60    アンフォルメル

　第二次世界大戦後、日本の美術界では美術団体の復活や再編成が行
われましたが、従来の美術表現における既成概念を壊すような、先鋭
的で斬新な表現も試みられるようになっていきます。
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　第二次世界大戦後、日本の美術界では美術団体の復活や再編成が行
われましたが、従来の美術表現における既成概念を壊すような、先鋭
的で斬新な表現も試みられるようになっていきます。
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中国  敦
とん

煌
こ う

石
せ っ

窟
く つ

群
ぐ ん

 7
莫
ばっ

高
こう

窟
くつ

の壁画 第249窟（世界遺産・部分）
［石窟群の面積23392ha］ 366頃［中国］
莫高窟は492の石窟群で構成されおり、
約1000年もの間制作が続けられた。石窟
の中には彩色された仏像や壁画などが、今
も数多く保存されている。壁画には仏教の
説話や、当時の人々の暮らしが描かれてお
り、時代に応じて描き方が異なっている。

トルコ  
イスタンブール歴史地域 1
ハギア・ソフィア大聖堂
（世界遺産・部分）［82×73×55m］
再建532 修復537［トルコ］
4世紀の建設当初はキリスト教の大聖堂で
あった。15世紀に入るとイスラム教の勢力下
におかれ、モスクとして転用されることになっ
た。西洋の教会堂建築と、東洋のドーム型
建築が融合する独自の姿を今に伝えている。

中国  兵
へい

馬
ば

俑
よ う

 2
秦始皇帝稜の兵馬俑
（世界遺産・部分）
［1号坑：東西約210m 南北約60m］
紀元前246［中国］
俑とは権力者の死に際して、副葬品とす
る像のことである。始皇帝稜の近隣から
は等身大の武士像が約8000体発掘され
た。これらは一つとして同じものはなく、
着彩されていたことが分かっている。

インド  アジャンター石窟壁画 4
蓮
れん

華
げ

手
しゅ

菩
ぼ

薩
さつ

（世界遺産・部分）
［1号窟：35.7×27.6m］460～480頃［インド］
アジャンター石窟は建築や彫刻、壁画で構成されて
おり、5～6世紀の仏教美術を今に伝えている。この
菩薩に見られるようなしなやかな体の曲線や優美な装
飾の描写は、その後のアジア全体へ広がった仏教絵
画に大きな影響を与えた。

インド  ムガル絵画 5
宮廷で客を迎える支配者
［水彩・金彩・紙／23.2×33cm］
19世紀初 東京国立博物館蔵
ムガル絵画とは、ペルシアのミニアチュール（細密画）を起源
とするインドの絵画様式である。この作品では画面上部に
翼を持つ天使の姿を描くなど、ヨーロッパ絵画からの影響も
確認することができる。

パキスタン  ガンダーラ仏 3
仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

［片岩／高さ2.5m］ 2世紀後半
MIHO MUSEUM蔵［滋賀県］
中東に見られるガンダーラ美術は仏教美術に
おいて、初めて仏の姿を写実的に表した美術
様式と言われている。西洋的なギリシャ美術
につながる古代オリエントの立体的な人体表現
と、東洋からの仏の教えを示すポージングの両
方を見ることができる。

アジアの美術
　アジアの諸国では、権力者の意向、庶民の生活、民族の特色、文
化、風土、宗教、近隣諸国との交流などといった多彩な要素が絡み合
い、豊かな美意識が育まれ、様々な作品がつくられました。
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